
    平成 23 年度第 3回練馬区文化財保護審議会 会議記録 
 
○開催日時 
  平成 23 年 11 月 7 日(月) 午後 2時～3時 10 分 
○開催場所 
  練馬区役所 1903 会議室(本庁舎 19 階) 

○出席者  
 出席委員 5 名 

   会長 他 4名 
  区側出席者 5 名 
   生涯学習課長・その他職員 4名 
○議事 
  審議事項 平成 23 年度指定・登録文化財の答申案について 
  その他 
○公開の可否 
  原則公開（傍聴人：0人） 
○配付資料 

資料 1      平成 23 年度練馬区文化財保護審議会答申案 
資料 2         答申文案参考資料 
資料 3         練馬区文化財保護条例 
資料 4         練馬区文化財登録・指定基準 

○事務局 
  練馬区教育委員会事務局生涯学習部生涯学習課文化財係 
    ℡ 5984-2442  
 

 

              会議の要旨 
 
会長     開会の挨拶 

事務局    会議の成立について 

会長     それでは、第 3回文化財保護審議会を始めます。 

       本日欠席の委員につきましては、後日ご意見を伺って、次回に反映させていただ      

ければと思いますのでよろしくお願いします。 

       それでは、議事に入ります。審議事項として、「平成 23 年度指定・登録文化財 

の答申文」を検討します。事務局お願いします。 

事務局    １） 文化財を指定することについて 

       （「丸山東遺跡出土の石棒」の説明）       

会長     ありがとうございました。まず指定文化財から審議したいと思いますので、何か 

ご質問・ご意見があればお願いします。 

委員     土坑は墓だという根拠はあるのですか。 

事務局    断定はできませんが、長楕円形で底面が平らだということから墓坑の可能性があ 

       ります。他の遺跡を見るとこういう形態のものについては、土器が埋設されるこ 

       とが多いので、貯蔵穴ではなく、墓坑である可能性が高いと思います。 

委員     お墓だとすると石棒が出土するというのはかなり珍しいと思います。 

ほかにも例はありますか。 

事務局    区内の遺跡の事例としては、参考資料の 5ページ「天祖神社東遺跡」の№5が 

      石棒です。また 6ページの№23、24、25、7 ページの第 11 図の上および、8ペ 



ージが大泉井頭遺跡から出土した石棒です。熱を受けていたり、一部破損して 

いるもの、無頭のものが多く、丸山東遺跡出土の石棒のように、ほぼ完形品で 

土坑から出土している事例は都内でも少ないです。 

会長         劣化している方は火を使っていて、もう 1本の方は火を使っていないというこ 

とですか。 

事務局     両方とも熱の影響はありますが、1本は保存処理をしているために保てたと思  

われます。 

会長      他に何かありますか。 

生涯学習課長   答申文案に墓坑の可能性があると書いてありますが、土壌の分析等はしていま 

        せん。副葬品として石棒が出土した例は日本の中では知りません。長野県では 

        埋葬をする際に、枕石として頭の上に石を置く事例があり、その中に石棒を使 

        った例がありますので、ここでは土坑の出土状態をきちんと記載をしておき、 

結論で珍しい事例ということで答申文をまとめてはいかがでしょうか。    

事務局     前期ならお墓に石を建てる以外に大形の石棒を使う場合もあるが、これは中期 

なので、祭祀形態も違ってきます。 

委員       土壌分析はしているのですか。 

事務局     していません。考古学の中で脂肪酸分析をして高等生物の脂肪酸があるという 

結果はでますが、人間であることを特定するのは難しいです。形態から墓坑の 

可能性があるということです。 

会長      お墓らしい所から高等動物の脂肪酸がでるとすれば、人間が埋葬されていた可 

能性があるので、調べた方がいいのではないでしょうか。    

副会長     答申案の最後の部分は前回、「価値がある」を｢価値が高い」と直したのではな 

いでしょうか。 

会長      次回までに訂正をして下さい。次に登録についてですが、1件ごとにお願いし 

ます。 

事務局     ２） 文化財を登録することについて 

       （１「貫井の東高野山道道標」の説明） 

「貫井の東高野山道道標」参考資料の説明 

会長      ありがとうございました。場所は変わっていないのですか。 

事務局     目白通りができた関係で 15ｍほど北に移動をしています。 

会長      これにつきましてご質問・ご意見はありますか。清戸道・所沢道という表現は

他でも使われていますか。 

事務局     清戸道・所沢道が石造物に刻まれているのは何箇所かあります。 

会長      他になければ次をお願いします。 

事務局     （２「北新井遺跡出土の土偶」の説明） 

         「北新井遺跡出土の土偶」参考資料の説明 

会長       これについて何かありますか。 

委員      答申文に「顔には目、口、鼻の顔貌が表現されており、胸部には乳房が表現さ 

れている。」とありますが、「顔には目、口、鼻の顔貌が、胸部には乳房が表現

されている。」にした方がよいと思います。 

事務局     補足しますが、本文に「正中線」とありますが、これは妊娠を表す線です。  



       （土偶）の腹部は妊娠の形態ではありませんが、言葉的には特殊です。 

会長      他に何かありますか。なければ次をお願いします。 

事務局      （３「三原台の馬頭観音」の説明） 

        「三原台の馬頭観音」参考資料の説明 

会長      ありがとうございました。ご質問・ご意見があればお願いします。当時、石屋 

        は沢山いたのですか。 

事務局      例えば、前回の審議会の「追加資料２」に幕府が石材や職人の提供を求めてい 

る史料が残っています。小日向組という石屋の組織が存在していることもわか 

ります。  

副会長     練馬にはもう 1つ、これより古い安永 9年の庚申塔に刻まれていますね。 

事務局      区内には本件を含めて２基ありますが、安永 9年の方は未登録です。 

会長      他になければ次をお願いします。 

事務局     （４「上石神井立野の庚申塔」の説明） 

        「上石神井立野の庚申塔」参考資料の説明 

委員      もとの位置から動いていますか。 

事務局      動いておりません。 

会長       庚申塔は今までに何件位登録になっていますか。 

事務局     5 件ほどです。 

会長       区内に沢山ある庚申塔の中でも 5件を選んだ理由は何ですか。 

事務局      例えば、「丸彫青面金剛庚申塔」は、そのまま姿を彫っている庚申塔です。時代 

の古いものや谷原の庚申塔のように、青面金剛像以外に側面に地蔵菩薩と阿 

弥陀如来が彫ってあるものなどのように、特徴的なものを選んでいます。 

会長      他になければ次をお願いします。 

事務局     （５「出羽三山・百八十八ヶ所観音供養塔」の説明） 

「出羽三山・百八十八ヶ所観音供養塔」参考資料の説明 

会長       ありがとうございました。出羽三山の信仰ということは（現地に）行っていた 

のですか。 

事務局     実際に行く場合もありますし、講の代表者が行く代参の場合もあります。  

委員      答申文で「江戸時代に両信仰が民間にあった」という表現はわかりにくいので 

はないでしょうか。一緒になっていることが珍しいので、それがわかる表現に

した方がいいのではないでしょうか。 

事務局     そういたします。 

副会長     庚申塔と同じ場所に並んでいますが、最初から同じところにあったのですか、 

それともある段階で一緒になったのですか。 

事務局     聞き取り調査によると、最初から同じ場所にあったようです。井口八左衛門さ 

んの子孫の方も庚申講の中にいます。 

生涯学習課長  立野の庚申塔と供養塔に関して、土地の所有者は庚申講の方とは直接関係のな 

い方で、庚申講の方が実質管理をしています。庚申講の方の申し出で、土地も 

含めて区に寄贈いただける話があり、仮に、今年度この２つが登録になったら、 

その後、その土地も文化財を保存する場所として寄贈して頂きたいと考えてい 

るので、審議会としてご意見があれば伺いたい。 



会長      その方がいいですが修理もしなくてはいけなくなりますね。 

委員     （土地は）1坪くらいありますか？ 

事務局     ７．３㎡です。 

会長      良ければその方向でお願いします。では次をお願いします。  

事務局    （６「金乗院の大イチョウ」の説明） 

会長      ありがとうございました。 

副会長      家光のお手植えとは何に書いてあるのですか。 

事務局     言い伝えで、資料はありません。 

生涯学習課長 昭和 32 年の練馬区史に書いてあります。それ以降は伝承・伝説本に書いてあ 

ります。 

委員     「イチョウが防火の目的で寺院や神社の本殿の近くに植えられる事例が多く」 

とありますが、イチョウの木は防火になるのですか。 

会長     イチョウはむしろ燃えやすいと思うが、神社とかに植えているが防火のためで 

すか。 

事務局    区内では妙延寺、長命寺にもイチョウの大木があります。寺院や神社に多く植 

えられていますが、燃えづらいのかは定かではありません。 

会長     火には強いことは確かで、焼けてもまた再生するが、防火できるかは定かでは 

ないのではないでしょうか。 

委員     一般に防火のために植えるなら囲んで植えるのが普通です。木にも品位があっ 

て、神社とかには位の高い木が選ばれているということを何かの本で見たこと 

があります。 

事務局    大木が 1本、正面に植えられていることが多いです。それで、どうして防火 

になるのか、なぜ、イチョウが植えられるようになったのかもう少し調査しま 

す。 

副会長    樹齢は推定何年くらいなのでしょうか。 

会長     切ってみないとわからないです。 

会長     他になければ、本日の審議事項は終了しますが、事務局から何かありますか。 

生涯学習課長 本日はありがとうございました。答申文につきまして、いくつか文章の訂正等 

をとりまとめ、本日欠席の委員のご意見等もお伺いをした後、委員の皆様に後

日郵送させていただきます。次回 1月 5日の午後、第 4回審議会を予定してい

ます。その日に教育委員会への答申も含めて行う予定です。 

事務局    企画展「武蔵野台地の縄文遺跡」についてのご案内。 

会長     ありがとうございました。以上で審議会を終了いたします。 

 

  

          

 

      

  

 

          


